〇朝鮮産松柏類ノ種類卜分布(承前) 

现學博士 中井猛之進 
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朝鮮產松柏類ノ種類卜分布(承前〕 

セシ如ク朝鮮モ亦我國ヨリ植物ヲ移植セシ普ナ，_1一本ノ杉檜ガ栽植シァルナキハ是レ直チ-一朝鮮ノ氣候ガす 
ぎ、ひのきノ生育-一適セザ，ヲ實證スルモノナリ •水松ハ全羅南道木浦-ーァリ韓國時代.一一支那ヨリ移植 
セシモノヽ如シ發育不良-ーシテ朝鮮一ーテハ大木トナス望ナシ •以上列記セシニ十一種ノ中パィカルヨリ 
^7 II ム手ャッカ、本島二亙リ分布スル偃松、ドクジアヨリ樺太、本島11亙リテ分布スルみや^は a ねず、歐亞、 
北米ノ周極地方-一廣ク分布スルし-〇びゃくしん、ドヨリ鳥蘇利、滿洲、支那直隸ノ北端一一分布スル 
てうせんからまつ、支那直隸省ノ*北部 3 ;=\ァムール、權太、本島11瓦リテ分布ス广とうひノ五種ハ大陸北部ノ 
分子1ーシテてうせんもみ、てうせんしらベ、たうしらべ、 S ぶき、 CA めねず、てうせんは6もみ、にほ a ねず 
乙ノ七種ハ朝鮮並-一滿鮮(滿洲ハ朝鮮側)一一共有ノモノニンテ殘ノ九種即チ S ぬがや、 S ちゐ、かやのき、ね 
ず、あかまつ、てうせんごえふ、 a め乙まつ、くろ' SS : つ、つがハ皆舊日本卜共通種ニシテ. ーノ支那分子ナシ是 
レ全ク舊世界ノ地理的關係ガ其分布ヲシテ斯クナラシメシモノ-1テ所謂滿洲ノ大平野ハ洪積層-ーシテ極メテ近 
代迄海ヲナシ朝鮮側ノ滿洲卜朝鮮トハ相合シテ九州、四國、本州、北海道卜相連絡セシー大陸ヲナシ居リシ爲 
メナリ朝鮮特產ノ植物ハ恰モ舊日本-一乇特產植物多キガ如ク地方的ノ種ヲ形成セシ11テ大陸ノ分子、ノてうせん 
からまつヲ除ケ X 皆舊日本卜共通ナ a 加之てうせんから咬つノ變化限リナク其或モノハ明-一からまつ樣ノ性ヲ 
現ハスガ如キ、ノからまつノ根原ノ那邊ニァルカヲ想定スル-一難カラズ舊日本ヨリハ朝鮮半島一一近キ欝陵島11 ノ 
ミ限ラレテ，つが、 a め21まつノ存在スルガ如キ、ノ單-1島ノ生物ノ生存競爭ノ著シカラヌガ如キ簡單且不合理ナ 
ル理由二因ルーー非ズシーグ日本海ガ極メテ近代マデ、ノ日本卜朝鮮トヲ繫グ大陸ナリシヲ證明スルモノナリ 
•はひまつ、ひめ乙爻つ、てうせんごえふノ種子ハ風_1由リテ分布シ得ズ又鳥ハ好ンデ其仁ヲ食フ故二鳥二由 
リテモ分布シ得ズ朝鮮、..欝陵島、本島ノ如ク離隔セル地一一此等ノ植物ノ存在スルハ直一一昔時土地ノ連絡ァリシ 
ヲ證明スル材トナル而シテ現時、ノ朝鮮五葉、偃松ガ何レモ高地-ーノミ生ズルハ何故ナルカ是レ昔時此等ノ 土地 
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號一第卷三第誌雜究硏物植 


ガ今日ヨ PS モ寒冷1ーシテ偃松等ガ低地-ーモ到ル處二生ゼシガ氣候溫和トナルニツレテ高地二登ジシ事ヲ想定セ 
シム、抑モ化石ノ調査ノ進ミシ今日吾人ハ我邦幷二北半ノ西岸ニテハ第三期頃一ーハ半熱帶又ハ熱帶的ノ生物ガ 
繁殖センガ其後近代二至リテ反テ寒地性ノ生物卜代ル r . 至レルヲ知レ/是レ第三期-1於テー般-一氣候溫暖ナリシ 
其上二白令海峽ハ未ダ開ヶズ又一方ニハ滿洲、蒙古ョリ黃河、揚子江ノ下流-1亙ル地方ハ南-一開ヶシ海ナリシ 
カパ日鮮大陸、 V 東部西比利亞ヨリ南方二突出セルー大陸ヲナシ周圍ハ比較的暖流二洗、ノレ居ジシ爲メ-一益々暖 
地性ノ植物ノ繁茂-一適セシナリ其後白令海峽ハ陷沒シ滿洲側ノ土地ハ次第-一隆起シオコ I ツク海、日本海ハ逐 
次陷沒スル-一至リ北洋ノ水ハ日本ノ北方ヲ洗ヒ特- i 北米、歐洲等ヲ襲ヒシ大氷河ノ影響ヲ受ケ日鮮ノ土地ハ頓 
二寒冷トナリ遂-1偃松其他ノ寒地植物ハ下テ低地-一生ズル-一至リシモノヽ如シ此時コソ我邦ニモ巨象「マンモ 
ス」ノ南下セシ時ニシテ其後氷河ノ去，卜共-1氣候モ次第—温和-一復シ低地-ーアジシ寒地植物ハ漸次高地二逐 
'ノレテ現在ノ如ク山々ノ峰二離レテ偃松ガ生ズル - i 至レリ、斯ノ如クナレバ我邦ノ植物帶ハ歐米卜同ジク氷河 
ノ大襲來ハナカリシモ氷河時代ノ寒氣襲來ノ爲メ -1 根本的大革命ヲナシ第三期-一繁茂セシ半熱帶分子ハ跡ヲ絕 
テ其後氷河ノ去ルト共二現狀二推移セシ-1テフォ1ブス、ダ—クキン、フッヵ4 ノ現歐米植物帶構成-一下シ 
タルト同樣ノ斷定ヲ我邦ノ植物帶ニモ下シ得べク而シテ其實情ハ敢テ多クノ植物二範例ヲ取ラズトモ松柏特-一 
偃松、朝鮮五葉ノ如キ植物ノ分布-一依リテ充分二理解スルコトヲ得べシ 

S 記 ) 本稿ハ大正八年ノ手記ナリ其後追加訂正スべキモノヲ得タレパ下-一記サン ( 1 ) かや ハ濟州島ノ外全羅南 
道-ーモ生ジ又其附近ノ島々-1モア 9(2) いぶき ハ其後日本諸所-一自生スルコト知レ敢テ珍トス，二足ラザルニ 
至レリ故二其本來ノ分布區域ハ本島、四國、九州、朝鮮半島及ビ欝陵島ナリ朝鮮京畿道利川郡_ーテハ其一種二 
テ幹ノ直立セズシテ枝ガ橫-一展開スルモノヲ揷木トシ砂防用-ース之レヲくろ S ぶき JUB.peruschinedsis, LmN «' 
var.llorizontalis,NAKAI. 卜 新稱ス(3) みやまはひねず ハ Juniperus davurica, PALLAS.-1 非ズトノ說アリ Pallas 氏 
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染井吉野トハ誰レガ命1^シ樱ノ名力 _ 
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著 FloraRossica 1一圖解シアルモノ ■ハ全然みや-±は a ねず1二致ス，ガ如ク BISNEK 氏モ其著 ISTadelhokkumie 
ハ其學名ヲ用ヰタリ武田久吉氏ハ英國 Kewil 滯在中ダウリア原產ノ標本ヲ見シニ日本ノモノト、 v 異ナルコト 
ヲ發見セリ故-一 Henry 氏ガ嘗テみやまは a ねず二命名セシ Juniperus chinensis , LINNs ' var . sargentii , HENRY . ヲ 
種一一改メテ Junipers Sargentii , Takeda . トセントスト佘二明言セラレタリ佘ハ未ダダクリアノ標本ヲ見ズ從テ 
ダウリアーーハ Kew -ーアルモノト同一型ノ植物ノミガ生ジ居ルヤ又ハ日本產ノ如キモノガ別ニアルモノナルヤヲ 
確定シ難シ此問題ハ將來ノ硏究ヲ俟テ決スベキモノトス (4 )くろまつ ハ全羅南道_一 乇生ジ海南郡、務安郡ノ如 
キハ日本ノ松原ヲ見ル如キ處サヘア.リ又南岸ノ諸島 1 1モアリ ( 5 ) 朝鮮二 そなれ Juniperusprocumbens , srEBOS . 
ノアル事ハ STEPHANO MNDLICWEJ & 氏ノ著 Synopsis Coniferamm 第二十一頁-|記シアレドモ其後何處|1.アルヤヲ 
確メ.得ずリシモ大正九年總督府技師石戶谷勉氏ハ技手擲台鉉氏卜共_|全羅南道ノ西方海上|ーアル大黑山島ユテ 
之ヲ發見，セリ大正十年余 ハ 矢部吉禎博士ノ注意-一依リテ對島ノ屬島タル黑島- 一至 リ見シーー同島ニハ夥シク生ズ 
ルコトヲ知レ9普通栽培スル、ノ鱗片葉ナキ品種ナレドモ黑島-1、ノ兩樣ノ葉ヲ生ズルモノヲ普通トシ從テ雌雄異 
株ナグコトモ確メ得タリ嚴原一ーテハ此兩樣ノ葉ノアルモノヲそなれノ如ク庭園二植 K 居ルヲ見タリ田代善太郞 
氏ハ壹岐一ーモ自生アリト語ラレシモ佘ハ未ダー見スル機會ヲ得ズ (6) c のてが L は、 ノ慶尙北道 達 城郡解顔面、 
忠淸北道丹陽郡丹陽面、忠淸北道鎭川郡草坪面ノ三箇所-一自生狀ヲナス皆始メ墓地二植 H シモノョリ實ガコボ 
レテ自生狀トナリシモノナリ岩ノ間隙-一生ズルモノハ生育遲ク三十餘年ヲ經タル幹ノ直徑僅1一一寸許ナリ墓地 
二植ウルハ其材ヲ薰ズレパ芳香ヲ發ツ爲メニンテ我邦一ーテしきみヲ植ク，卜同意味ナジ (完) 
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